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研究成果の概要（和文）：本研究は、大学や専門学校等の教育機関でのインターンシップ制度における、生産現場での
仕事をそのまま体験できると考えられている教育の状況を確認し、その教育効果をとりまとめたものに基づき、施工管
理技術者や上級技能者を育成するための方法を確立し、新しい教育方法に対応した教育内容を構築することが目的であ
る。本研究では、これからの建設現場の即戦力になりうる若者たちの実践教育の効果を調査し、就職した企業やその企
業での仕事の内容をとりまとめ、その評価を行うことが重要であると考え、新しい教育方法に対応した教育内容を構築
し、各建設業の団体との連携教育やインターンシップ型教育のあり方を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The objective of this study is to ,clarify the current training of building work p
rocess supervisors at universities and other educational institutions that offer a degree in architecture 
in Japan, assess the extent to which internship-based training has proliferated among educational institut
ions and companies such as general contractors, subcontractors, contractors, and home builders that partic
ipate in the training by studying the contents and effects of training, and propose a new internship-based
 training method and its contents on the basis of the results of the study. Further study and analysis are
 required to identify new issues from the standpoints of commitment and mutual understanding among educati
onal institutions and companies, which have recently been found to have differences. This study takes the 
first step forward in accomplishing this task.
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１．研究開始当初の背景 
 大学等の教育機関において、インターンシ
ップ（就業体験）を、カリキュラムに取り入
れ、単位を修得できる教育の方法が増加傾向
にある中で、将来、建設現場で仕事を行う建
築施工管理技術者や建築技術技能者が、学生
時代にどのようにインターンシップを取り
組み活用しているのか、またインターンシッ
プに受け入れる側の企業が、若者たちへどの
ような教育指導や就職指導等を行っている
のか等の実態はこれまでに把握できていな
かった。文部科学省では、1996 年度から大
学等の教育機関において実施されているイ
ンターンシップの実施状況をホームページ
等で公開しており、2007年度は、68%の大学
においてインターンシップを実施しており、
引き続き増加傾向にあると述べている。これ
らのことから、建築系学科のある大学および、
ゼネコン・サブコン・ハウスメーカー・工務
店の主要な 4つのタイプの建設業に関するイ
ンターンシップへの取組み等の状況を調
査・分析し、今後の建設現場人材教育とイン
ターンシップを行う方向性を明らかにする
こととした。 
 
２．研究の目的 
 本調査・研究の目的は、建築系学科のある
大学および主要な 4つのタイプの建設業（ゼ
ネコン・サブコン・工務店・ハウスメーカー）
におけるインターンシップの実施状況を把
握するとともに、日本の建設業の 4つのタイ
プの建設業に関するインターンシップ教育
の一層の推進に役立てるための基礎資料を
提示し、専門工事業の建築施工管理技術者や
建築技能者の育成および建設業の発展に資
することである。 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究に関連する既報の概要 
本研究に関連する既報の概要を以下に示
す。既報①では、全国の建築系大学における
インターンシップ教育の概要について述べ
た。既報②では、専門工事業団体と連携した
インターンシップ型教育の方法と内容を明
らかにした。既報③では、大学等の教育機関
で行っている、新しい建築技能者育成のため
の長期就業型のインターンシップの現状と
課題を提示した。 
(2) 研究方法の概要 
本研究の方法は、建築系学科のある大学と
主要な建設業に対して「インターンシップに
関するアンケート調査」を行い、調査票の回
答から得られた各データを整理しとりまと
め、クロス集計を行い、その結果を分析する
というものである。 
(3) 調査の対象と回答数 
調査の対象の教育機関は、建築系学科のあ
る国公私立大学 229建築系学科であり、企業
では、主要な 4つのタイプの建設業（ゼネコ
ン/サブコン/ハウスメーカー/工務店）723 社

/37 団体であった。建築系学科のある大学の
回答大学数は 61 大学であり、回収率は、
26.6%であった（表 1）。主要な 4つのタイプ
の建設業の回答企業数と回収率では、それぞ
れ、ゼネコンが 25社,17.3%、サブコンが 97
社,26.2%、工務店が、11 社,7.5%、ハウスメ
ーカーが 4社,20.0%であった（表 2）。 

 
表 1 建築系学科のある大学の回答大学数と
回収率 
 
 
 
表 2 4 つのタイプの建設業の回答企業数と
回収率 
 
 
 
 
 
 
(4) 4 つのタイプの建設業における調査対象
の抽出方法 

4つのタイプの建設業のうち、「ゼネコン」
は、（社）日本建設業連合会（日建連）の会
員企業 計 145社を対象とした。「サブコン」
は、（社）建設産業専門団体連合会（建專連）
の会員団体 37団体 計 370社を対象とした。
「工務店」は、日経ホームビルダー「住宅会
社全国調査 2011」都道府県別住宅着工ランキ
ングにおける 47 都道府県の各県別売上高上
位 4社 計 188社を対象とした。「ハウスメー
カー」は、大手・準大手・中堅のハウスメー
カー計 20 社を対象とした。ただし、サブコ
ンは、組合等の団体を通して、37団体それぞ
れに調査対象の企業 10 社を任意に選択して
もらい、調査票を送付した。 
(5) 調査事項 
大学へのアンケート調査では、建築系学科
のある国公私立大学の学部・大学院・研究科
名、学科・専攻等名、授業科目名、実施学年・
学生数、所属研究室のタイプ等について設問
を設定し、大学および企業では、実施時期、
実施期間等数、実施時期、実施期間、就職状
況、インターンシップと就職の関係、企業の
インターンシップ受入れ状況、自由意見、そ
の他等について設問を設定した。 
(6) 調査の時期 
アンケート調査の時期は、2012年 1月 20
日～5月 10日であり、建築系学科のある大学
への調査票の発送（第 1回目）は、2012年 1
月 20日に行った。 
 
４．研究成果 
(1) 建築系学科のある大学における調査概要 
(1).1 インターンシップの実施学年（図 1） 
設問 3-1においてインターンシップの実施
学年（複数回答可）と聞いたところ、「3学年」
（70.9%）が最も多く、次いで「大学院修士
1年生」（65.5%）、「修士 2年生」（47.3%）と

大学数 回答大学数 回収率
建築系学科のある大学 229大学 61大学 26.60%

主要な４つのタイプの建設業 企業数（組合等団体数） 回答企業数 回収率

ゼネコン（総合工事業） 145社 25社

サブコン（専門工事業） 370社（37団体×10社） 97社（11団体）

工務店 188社 11社

ハウスメーカー（住宅産業） 20社 4社

合計 723社 137社

17.3%

26.2%

7.5%

20.0%

18.9%



なっていた。これは、1,2 年時は一般教養科
目が多く、3 年時は専門科目が増えることか
ら、専門知識の基礎を身に付けてからインタ
ーンシップを履修させている大学が多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 1 インターンシップの実施学年 
 
(1).2 インターンシップの実働日数（図 2） 
設問 3-2では、インターンシップの実働日
数（複数回答可）について聞いたところ、「約
8～14日間」（60.0%）が最も多く、半数以上
を占めている。次いで、「約 4～7 日間」
（27.3%）、「15～21 日間」（27.3%）の順と
なっており、1週間前後～1ヶ月未満が多い。
「時間数」（18.5%）では、平均 161.8時間と
なっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 インターンシップの実働日数 

 
(1).3 インターンシップの意義・目的（図 3） 
設問 3-3では、建築系学科のある大学にお
けるインターンシップの意義・目的について
（複数回答可）聞いたところ、「授業では学
べないことを習得する」が65.4%と最も多く、

次いで「自分の適性を探す」（61.5%）、「就職
先につなげる」（55.8%）、「建設業界の現状を
理解する（55.8%）の順であった。「その他」
（25.0%）では、建築士受験資格の実務経験
に対応するものがあった。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3 インターンシップの目的 

 
(1).4 インターンシップ履修における修得単
位認定 
設問 3-9では、インターンシップを履修す
ると、修得単位として認定されるかどうかを
聞いたところ、「単位認定される」が 92.5%
であり、ほとんどの大学で認定していた（図
4）。また、単位認定される場合の実働日数の
平均は、15.0日間で、修得単位数は 2単位が
多く、平均 3.1単位であった。また、インタ
ーンシップは「選択科目である」（79.2%）が
多かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 インターンシップ履修における修得単
位認定 
 
(1).5 卒業研究生の就職先について 
設問 4 では、2011 年度卒業研究生の就職
先の各業種について聞いたところ、「住宅産
業」（88.0%）が最も多く、次いで「設計事務
所」（84.0%）、「ゼネコン」（78.0%）の順で
あった（図 5）。就職人数の回答では、「ゼネ
コン」が510人と一番多く、構成比は20.4%、
平均 10.2人／1大学で 2桁となっている（図
6）。就職人数の回答では、2 番目に多い「住
宅産業」は 325人であり、構成比は 13.0%（図
6）であるが、大学別の回答件数では最も多
い（44件）（図 5）。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 卒業研究生の就職先（大学件数別） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 6 卒業研究生の就職先（構成比） 
 
(2) 建設業における 4 つのタイプ別のインタ
ーンシップの受け入れ調査概要 
設問 2-1では、工業高等学校、専門学校、
短期大学、大学等の教育機関、または職業能
力開発大学校等の教育訓練機関におけるイ
ンターンシップの受け入れ状況を聞いたと
ころ、企業全体では「受入れている」が 56.8%
一番多く、次いで「受け入れていない」
（35.3%）であった（図 7）。受け入れ意向に
おいては、「受入意向あり」が 64.0%と半数

以上を占めていた（図 8）。建設業タイプ別に
みると、ゼネコンは「受け入れている」が
84.0%と多く（図 7）、受け入れ意向でも「受
入意向あり」が 92.0%とインターンシップの
関心は高い（図 8）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7 建設業のタイプ別インターンシップの
受け入れ状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 8 建設業のタイプ別インターンシップの
受け入れ意向 
 
 (3) インターンシップの受入れ意義・目的の
考察 
インターンシップについて、大学の目的と
企業の受け入れ意義をみると、企業では「若
者の進路・適性を探す手助けを行うため社会
貢献ができる」（83.1%）、「進路を決めるきっ
かけを提供できる」（79.5%）が上位 2つを占
めており、大学との比率差も大きかった。す
なわち、企業では、インターンシップの受け
入れを社会貢献とする意識が高いことが確
認できた。大学では「就職につなげる」
（55.8%）といった就職のサポート効果を期
待していることが確認できた。また、「専門
知識や技術の習得」（44.2%）や「自分に不足
しているものを知る」（34.6%）など、専門的
人材の育成や自己分析を目的としているこ
とがわかった。一方、企業では、専門的人材
育成や自己育成に関する項目は低く、インタ
ーンシップの就職効果もやや小さく（38.9%）、
あまり期待していないことが確認できた。 
一部の企業では、社会貢献の意識をベースと
してインターンシップ受け入れを行ってい
るものの、大学が期待する就職への効果は少
ないことが確認できた（図 9）。 

 
 
 

 



社会貢献ができる / 自分の適性を探す 21.6

進路を決めるきっかけ 50.7

建設業界の現状を理解 -5.2

専門知識や技術の習得 -24 .9

段取りを学び、仕事の内容を理解 3.9

作業の方法を習得 -1.5

安全意識の向上を習得 11.1

コミュニケーションを図る -15.6

マネジメント技術を習得 -8.7

授業では学べないとこを習得 9.3

職場の環境に慣れさせる・慣れる -9.3

仕事の内容を知る 1.8

今後の勉強の方法と内容を見直し -18.0

論文を書く上での基礎を提供 -4.1

単位の修得をさせる -23 .1

就職につなげる -16 .0

面接や履歴書等で就職に有利 -5.8

将来のキャリアを開発させる -19.2

学んだ専門を生かす -14.0

社会のルールやマナーを習得 4.7

時間の大切さを知らせる・知る 7.0

リーダーシップを習得 -2.2

チームワークを習得 -1.4

自分に不足しているものを知る -27 .4

自信をつけさせる -8.9

その他 -23.8

※比率の差：+　企業の割合がより高い　/　-　大学の割合がより高い

比率差
(企業-大学)

83.1%

79.5%

50.6%

19.3%

28.9%

12.0%

26.5%

22.9%
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15.7%
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39.8%
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図 9 インターンシップの受け入れ意義 ・目
的 
 
(4) インターンシップの実働日数のまとめ 
 インターンシップ実働日数をみると、大学
では約8～14日間が60.0%と最も多いものの、
企業では約 1～3日間（32.9%）が一番多く、
大学と企業に実働日数の違いがみられた。 
企業での受入元の教育機関をみると、「工業
高等高校」（41.8%）が最も多くなっており、
大学と高校でのインターンシップの実働日
数に違いがみられた。大学ではインターンシ
ップを単位として「認定している」が 92.5%
と、ほとんどの大学でインターンシップは単
位認定されており、単位取得に必要な実働日
数は「10～20 日間未満」（50.0%）が最も多
いことから、大学ではインターンシップを単
位の一つとされ、大学と高校でのインターン
シップに対する位置づけが異なっている。ま
た、高校におけるインターンシップは、ある
授業の一部として実施されていることが確
認できた（図 10）。 
 
 
 (5) まとめ  
 本研究では、建築系学科のある大学および
主要な建設業におけるインターンシップの
実施状況を把握し、これらの相互の関係とイ
ンターンシップ教育の方法・内容等の相違を
明らかにすることができた。 
本研究の成果は、インターンシップの一層
の推進につながる基礎資料を提示したこと
であり、今後の建設現場人材教育の方法と内
容に活用できるものである。 
 
※本調査研究は、日本建築学会 建築教育委
員会 建築教育将来検討小委員会 建築生産
系技術者教育WG（主査：浦江真人、幹事：
三原 斉）が主体となって行ったものである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 10 大学と企業のインターンシップ実働日
数の比較 
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